
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】球体の内壁をスクリーンとして全球に渡って映

像を投映する映像施設において、球体の中央を貫通する

ように橋梁状の通路を設けた場合の投映機の投映光束の

蹴られを防止すると共に、通路が視界に入ることにより

観客の視覚の妨げとなることを防止する。

【解決手段】球体Ｄの内壁をスクリーンとして全球に渡

って映像を投映する映像施設において、球体の中央を貫

通するように橋梁状の通路１０を設け、上記通路は床板

の幅方向中央部を不透明部とすると共に幅方向左右箇所

を透明部とし、更に左右端より透明の腰壁１４を立ち上

げ、上記通路の床板の不透明部を頂点が下方を指向する

断面逆三角状の橋桁１５により支持する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
球 体 の 内 壁 を ス ク リ ー ン と し て 全 球 に 渡 っ て 映 像 を 投 映 す る 映 像 施 設 に お い て 、 球 体 の 中
央 を 貫 通 す る よ う に 橋 梁 状 の 通 路 を 設 け 、 上 記 通 路 は 床 板 と こ の 床 板 を 支 持 す る 頂 点 が 下
方 を 指 向 す る 断 面 逆 三 角 状 の 橋 桁 に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 全 球 型 映 像 施 設 。
【 請 求 項 ２ 】
橋 桁 は ２ 本 の 棒 状 の 上 弦 材 と １ 本 の 棒 状 の 下 弦 材 を 棒 状 の 斜 材 に よ り 連 結 し た 断 面 逆 三 角
状 の ト ラ ス か ら 構 成 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 全 球 型 映 像 施 設 。
【 請 求 項 ３ 】
球 体 の 内 壁 を ス ク リ ー ン と し て 全 球 に 渡 っ て 映 像 を 投 映 す る 映 像 施 設 に お い て 、 球 体 の 中
央 を 貫 通 す る よ う に 橋 梁 状 の 通 路 を 設 け 、 上 記 通 路 は 床 板 の 幅 方 向 中 央 部 を 不 透 明 部 と す
る と 共 に 幅 方 向 左 右 箇 所 を 透 明 部 と し 、 更 に 左 右 端 よ り 透 明 の 腰 壁 を 立 ち 上 げ た こ と を 特
徴 と す る 全 球 型 映 像 施 設 。
【 請 求 項 ４ 】
球 体 の 内 壁 を ス ク リ ー ン と し て 全 球 に 渡 っ て 映 像 を 投 映 す る 映 像 施 設 に お い て 、 球 体 の 中
央 を 貫 通 す る よ う に 橋 梁 状 の 通 路 を 設 け 、 上 記 通 路 は 床 板 の 幅 方 向 中 央 部 を 不 透 明 部 と す
る と 共 に 幅 方 向 左 右 箇 所 を 透 明 部 と し 、 更 に 左 右 端 よ り 透 明 の 腰 壁 を 立 ち 上 げ 、 上 記 通 路
の 床 板 を 頂 点 が 下 方 を 指 向 す る 断 面 逆 三 角 状 の 橋 桁 に よ り 支 持 し た こ と を 特 徴 と す る 全 球
型 映 像 施 設 。
【 請 求 項 ５ 】
橋 桁 を ２ 本 の 棒 状 の 上 弦 材 と １ 本 の 棒 状 の 下 弦 材 を 棒 状 の 斜 材 に よ り 連 結 し た 断 面 逆 三 角
状 の ト ラ ス か ら 構 成 し 、 ト ラ ス を 構 成 す る 上 弦 材 の 間 隔 を 床 板 の 不 透 明 部 の 幅 内 に 収 め る
と 共 に 、 ト ラ ス と 床 板 間 に 床 板 を 受 け 止 め る 棒 状 の 受 け 部 材 を ト ラ ス の 軸 線 方 向 に 直 交 し
て 複 数 本 配 し 、 上 記 受 け 部 材 の 長 さ を 透 明 部 ま で 含 ん だ 床 板 の 全 幅 ま で 延 長 し た 請 求 項 ４
記 載 の 全 球 型 映 像 施 設 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 考 案 は 映 像 施 設 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 球 体 の 内 壁 を ス ク リ ー ン と し て 全 球 に 渡 っ て
映 像 を 投 映 す る 映 像 施 設 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 球 体 内 の 全 面 に 映 像 が 表 示 さ れ る 全 球 映 像 の 構 想 は 古 く か ら あ り 、 究 極 の 映 像 表 現 と し
て 位 置 づ け ら れ て い た 。 例 え ば 、 従 来 半 球 状 の ド ー ム に 投 映 し て い た プ ラ ネ タ リ ウ ム に お
い て 、 全 球 型 の ス ク リ ー ン を 採 用 す る こ と に よ り 天 球 を 再 現 す る こ と が 可 能 と な り 、 よ り
写 実 的 な 天 体 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 実 現 で き る 他 、 観 客 に 恰 も 宇 宙 遊 泳 し て い る か の よ う
な 没 入 感 を 与 え る こ と が 可 能 と な る 。 又 、 地 球 上 の 自 然 現 象 を シ ミ ュ レ ー ト す る 映 像 に お
い て も 、 海 中 の 映 像 を 例 に と れ ば 観 客 は 海 底 と 海 面 を 同 時 に 観 察 す る こ と が で き 、 よ り 実
際 の 現 象 に 近 い 疑 似 体 験 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 球 状 の ス ク リ ー ン を 想 定 し た 場 合 、 床 面 を ド ー ム が 覆 う 半 球 状 の ド ー ム ス ク リ ー
ン と 異 な り ス ク リ ー ン 内 に 観 客 を 位 置 さ せ る 手 段 が な く 、 こ れ が 全 球 映 像 を 実 現 す る た め
の ネ ッ ク と な っ て い た 。 従 来 、 そ の た め の 手 段 と し て 球 体 の 中 央 を 貫 通 す る よ う に 橋 梁 状
の 通 路 を 設 け る こ と が 特 許 文 献 １ に お い て 公 知 で あ っ た 。 又 、 球 体 の 赤 道 付 近 に 設 け た 貫
通 窓 か ら 座 席 を 球 体 外 よ り 球 体 内 に 対 し て 進 退 自 在 に 配 す る こ と が 特 許 文 献 ２ に お い て 公
知 で あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 第 ３ ０ ２ ７ ３ ０ ３ 号 実 用 新 案 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 登 録 第 ３ ０ ９ ９ １ ３ ２ 号 実 用 新 案 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 全 球 に 渡 っ て 映 像 を 投 映 す る 手 段 を 想 定 し た 場 合 、 複 数 の ビ デ オ プ ロ ジ ェ ク
タ ー に よ る 投 映 像 を つ な ぎ 合 わ せ て 全 球 を 包 括 す る 手 段 が 現 在 の と こ ろ 最 適 で あ る 。 即 ち
、 こ こ で は ス ク リ ー ン を 構 成 す る 球 体 の 壁 面 全 周 に 複 数 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ー を 配 置 し 、 各
プ ロ ジ ェ ク タ ー の 画 像 を 対 面 す る ス ク リ ー ン の 領 域 に 投 映 し 、 そ れ ら の 画 像 を つ な ぎ 合 わ
せ て 全 球 を 包 括 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 の 説 明 か ら 気 付 く よ う に 、 球 体 内 に 観 客 が 位 置 す る と い う こ と は 同 時 に 投 映 光 束 中
に 観 客 が 位 置 す る こ と を 意 味 し 、 観 客 や 観 客 の 支 持 手 段 に よ り 投 映 光 束 の 蹴 ら れ を 生 じ な
い よ う に 投 映 方 法 及 び 観 客 の 支 持 手 段 の 配 置 を 工 夫 す る 方 策 が 必 要 と な る 。 前 記 の 特 許 文
献 １ 記 載 の 考 案 に お い て は 、 観 客 の 通 路 が 球 体 の 中 央 を 貫 通 す る よ う に 配 さ れ る の で 投 映
象 の 蹴 ら れ の 問 題 が 生 じ る よ う に 見 え る が 、 当 該 考 案 に お い て は 天 体 の 表 示 は 投 映 機 で な
く ス ク リ ー ン 面 に 発 光 端 を 露 出 し た 光 フ ァ イ バ ー 群 に よ っ て い る の で 、 蹴 ら れ の 問 題 が 生
じ る 余 地 は な か っ た 。 又 、 特 許 文 献 ２ 記 載 の 考 案 に お い て は 、 投 映 機 に よ る 投 映 を 前 提 と
い て い る も の の 、 座 席 は 球 体 の 赤 道 付 近 に 設 け た 貫 通 窓 か ら 進 退 す る だ け で 球 体 中 央 付 近
ま で に は 達 し な い の で や は り 蹴 ら れ の 問 題 が 生 じ る 余 地 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 他 方 、 観 客 の 通 路 が 球 体 の 中 央 を 貫 通 す る よ う に 配 さ れ る 特 許 文 献 １ 記 載 の 考 案 に お い
て は 、 通 路 が 球 体 内 を 横 切 る こ と よ り 視 覚 上 通 路 が 目 障 り に な り 観 客 の 没 入 感 を 損 な う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 考 案 は 観 客 の 通 路 が 球 体 の 中 央 を 貫 通 す る よ う に 配 し な が ら 、 蹴 ら れ の 問 題 を 最 小
限 に 止 め 、 且 つ 没 入 感 を 最 大 限 に 高 め た 全 球 型 映 像 施 設 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に こ こ で は 次 の ２ つ の 考 案 を 開 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 考 案 は 、 球 体 の 内 壁 を ス ク リ ー ン と し て 全 球 に 渡 っ て 映 像 を 投 映 す る 全 球 型 映 像
施 設 に お い て 、 球 体 の 中 央 を 貫 通 す る よ う に 橋 梁 状 の 通 路 を 設 け 、 上 記 通 路 を 床 板 と こ の
床 板 を 支 持 す る 頂 点 が 下 方 を 指 向 す る 断 面 逆 三 角 状 の 橋 桁 に よ り 構 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 考 案 は 、 球 体 の 内 壁 を ス ク リ ー ン と し て 全 球 に 渡 っ て 映 像 を 投 映 す る 全 球 型 映 像
施 設 に お い て 、 球 体 の 中 央 を 貫 通 す る よ う に 橋 梁 状 の 通 路 を 設 け 、 上 記 通 路 は 床 板 の 幅 方
向 中 央 部 を 不 透 明 部 と す る と 共 に 幅 方 向 左 右 箇 所 を 透 明 部 と し 、 更 に 左 右 端 よ り 透 明 の 腰
壁 を 立 ち 上 げ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 考 案 に よ れ ば 、 通 路 の 床 板 は 橋 桁 に よ り 支 持 さ れ る の で 、 視 覚 上 の 妨 げ と な ら な
い よ う に 床 板 の 幅 及 び 厚 さ を 少 な く し て も 全 体 の 強 度 が 低 下 す る こ と が な く 、 一 方 、 橋 桁
は 頂 点 が 下 方 を 指 向 す る 断 面 逆 三 角 状 に 構 成 さ れ る の で 通 路 上 の 観 客 は 橋 桁 の 存 在 に 気 が
つ か な い と い う 視 覚 的 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 更 に 、 橋 桁 は 頂 点 が 下 方 を 指 向 す る 断
面 逆 三 角 状 に 構 成 さ れ る の で 、 投 映 機 か ら の 投 映 光 束 を 妨 げ る 可 能 性 が 可 及 的 に 減 少 さ れ
、 蹴 ら れ の 解 消 に 有 利 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 考 案 に よ れ ば 、 通 路 は 床 板 の 幅 方 向 中 央 部 を 不 透 明 部 と す る と 共 に 幅 方 向 左 右 箇
所 を 透 明 部 と し 、 更 に 左 右 端 よ り 透 明 の 腰 壁 を 立 ち 上 げ た 構 成 よ り な る の で 、 不 透 明 部 を
最 小 限 の 幅 と す る こ と に よ り 、 通 路 が 観 客 の 視 覚 の 妨 げ と な る こ と を 防 止 で き 、 一 方 、 通
路 上 の 観 客 は 球 体 内 に 浮 遊 し て い る よ う な 没 入 感 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 こ の 考 案 の 具 体 的 実 施 例 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は こ の 考 案 の 映 像
施 設 の 全 体 を 示 す 図 で あ る 。 図 中 符 号 Ｄ は 内 面 を ス ク リ ー ン 面 と し た 中 空 の 球 体 を 指 す 。
上 記 球 体 Ｄ の ス ク リ ー ン 面 に は 全 球 に 渡 っ て プ ロ ジ ェ ク タ ー に よ り 映 像 が 投 映 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 全 球 に 渡 っ て 映 像 を 投 映 す る 手 段 は い く つ か あ る が 、 こ の 考 案 で は 複 数 の ビ デ オ プ ロ ジ
ェ ク タ ー に よ る 投 映 像 を つ な ぎ 合 わ せ て 全 球 を 包 括 す る 手 段 を 採 用 し て い る 。 即 ち 、 こ こ
で は 球 体 Ｄ の 壁 面 全 周 に 複 数 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ー を 配 置 し （ 図 示 せ ず ） 、 各 プ ロ ジ ェ ク タ
ー の 画 像 を 対 面 す る ス ク リ ー ン の 領 域 に 投 映 し 、 そ れ ら の 画 像 を つ な ぎ 合 わ せ て 全 球 を 包
括 す る 。 こ の 場 合 、 球 面 に 投 映 し た 場 合 の 歪 み の た め に 各 映 像 を 合 成 し て 一 つ の 映 像 を 構
成 す る こ と が 不 可 能 と な る の で 、 歪 み の 少 な い 投 映 像 を 得 る た め に 各 プ ロ ジ ェ ク タ ー か ら
投 映 す べ き 画 像 に 変 形 を 加 え て 補 正 し た り 、 色 や 照 度 を 合 わ せ た り 、 画 像 境 界 の ボ カ シ 処
理 等 を 電 気 的 に 行 な う 公 知 の 方 法 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の 球 体 Ｄ は 映 像 施 設 の 建 物 本 体 Ｂ に 合 体 し た 建 築 物 と し て 構 築 さ れ 、 こ の 実 施 例 で
は 球 体 Ｄ と し て 内 径 １ ２ ． ７ ｍ 程 度 の も の を 想 定 し て い る 。 球 体 Ｄ の 赤 道 付 近 の 前 後 に は
一 対 の 貫 通 口 Ｄ １ 、 Ｄ １ が 設 け ら れ 、 上 記 の 貫 通 口 に は 球 体 の 中 央 を 貫 通 す る よ う に 橋 梁
状 の 通 路 １ ０ が 架 け 渡 さ れ る 。 一 方 、 建 物 本 体 Ｂ に は 上 記 通 路 １ ０ に 連 結 さ れ る 出 入 り 口
Ｂ １ 、 Ｂ １ を 前 後 に 設 け る こ と に よ り 、 観 客 は 建 物 本 体 の 一 方 の 口 か ら 球 体 Ｄ 内 に 入 館 し
て 通 路 １ ０ 上 で 映 像 を 鑑 賞 し 、 そ の ま ま 他 方 の 口 か ら 退 館 で き る よ う に し て い る （ 図 ３ 参
照 ） 。 こ の よ う な 構 成 は 博 覧 会 等 の イ ベ ン ト 会 場 に お い て こ の 考 案 の 映 像 施 設 を 他 の ア ト
ラ ク シ ョ ン と 複 合 さ せ て 順 路 上 に 配 す る 場 合 に 特 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ 及 び 図 ５ 乃 至 図 ７ は 前 記 の 通 路 １ ０ の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 通 路 １ ０ は 観 客 Ｇ
が 歩 行 す る 床 板 １ １ 部 分 と 、 上 記 床 板 を 支 持 す る 橋 桁 １ ５ 部 分 に よ り 構 成 さ れ る 。 橋 桁 １
５ は 頂 点 が 下 方 を 指 向 す る 断 面 逆 三 角 状 に よ り 構 成 さ れ る が 、 こ の 実 施 例 に お い て は ２ 本
の 棒 状 の 上 弦 材 １ ６ 、 １ ６ と １ 本 の 棒 状 の 下 弦 材 １ ７ を 多 数 の 棒 状 の 斜 材 １ ８ に よ り 連 結
し た 断 面 逆 三 角 状 の ト ラ ス に よ り 構 成 し て い る 。 又 、 床 板 １ １ は 幅 方 向 中 央 部 を 金 属 や 樹
脂 、 木 材 等 に よ り 構 成 し た 不 透 明 部 １ ２ と す る と 共 に 幅 方 向 左 右 箇 所 を 強 化 ガ ラ ス や 樹 脂
等 に よ り 構 成 し た 透 明 部 １ ３ 、 １ ３ と し 、 更 に 左 右 端 よ り 強 化 ガ ラ ス や 樹 脂 等 に よ り 構 成
し た 透 明 の 腰 壁 １ ４ 、 １ ４ を 立 ち 上 げ て い る 。 尚 、 図 中 符 合 １ ９ は 前 記 ト ラ ス と 床 板 １ １
間 に 介 在 し て 床 板 １ １ を 受 け 止 め る 棒 状 の 受 け 部 材 で あ り 、 ト ラ ス の 軸 線 方 向 に 直 交 し て
多 数 本 配 さ れ る 。 こ こ で は 、 前 記 ト ラ ス を 構 成 す る 上 弦 材 １ ６ 、 １ ６ の 間 隔 を 床 板 １ １ の
不 透 明 部 １ ２ の 幅 内 に 収 め 、 一 方 、 受 け 部 材 １ ９ の 長 さ を 透 明 部 １ ３ 、 １ ３ ま で 含 ん だ 床
板 １ １ の 全 幅 ま で 延 長 す る こ と に よ り ト ラ ス を 床 板 の 不 透 明 部 の 下 に 隠 し 、 透 明 部 を 介 し
て ト ラ ス が 見 え る こ と に よ り 観 客 の 視 覚 の 妨 げ と な る こ と を 防 止 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 考 案 の 映 像 施 設 の 一 部 切 り 欠 き 側 面 図 。
【 図 ２ 】 こ の 考 案 の 映 像 施 設 の 通 路 部 分 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 こ の 考 案 の 映 像 施 設 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 こ の 考 案 の 映 像 施 設 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 こ の 考 案 の 映 像 施 設 の 通 路 部 分 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 こ の 考 案 の 映 像 施 設 の 通 路 部 分 の 側 面 図 。
【 図 ７ 】 こ の 考 案 の 映 像 施 設 の 通 路 部 分 の 底 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 Ｄ 　 　 　 　 球 体
　 　 １ ０ 　 　 　 通 路
　 　 １ １ 　 　 　 床 板

10

20

30

40

50

(4) JP 3105332 U 2004.10.28



　 　 １ ２ 　 　 　 不 透 明 部
　 　 １ ３ 　 　 　 透 明 部
　 　 １ ４ 　 　 　 腰 壁
　 　 １ ５ 　 　 　 橋 桁

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(5) JP 3105332 U 2004.10.28



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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